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☆卒業する 6年生へ、感謝の気もちを込めて☆ 
  
２月 22日（木）、「6年生ありがとう集会」を行いました。コロナ禍を経
て、久しぶりの通常開催ということもあり、１～６年生までの全学年と来校

いただいた保護者の皆様が体育館に一堂に会して実施しました。 
まずは、６年生から５年生への「委員会バトンタッチ」。６年生の委員長
から手渡された委員会ファイルを胸に、新委員長の５年生がひと言ずつ
抱負を述べました。どの委員長も、これまでの伝統を受け継いで頑張って   
いこうという決意が感じられました。 
次に、各学年からの出し物が行われました。 
トップバッターは４年生。いつも元気いっぱいの４年生が、優しいピアノ
の音色に合わせ、６年生へのありがとうの気持ちをきれいな歌声に乗せ

て届ける姿がとても素敵でした。 
２番手は２年生。ボディパーカッションに乗せたラップで、参観者の気
持ちをがっちりつかんでいました。「ありがとう」からの「６年生へのエ
ール」に、6年生は、中学校進学に向けて、

勇気づけられたことでしょう。 
３番手は３年生。お習字やリコーダー、「あ

いあい」の学習に理科・社会など、3年生で始まる新しい学習の思い出
をクイズ形式にした出し物で、６年生だけでなく会場のみんなを盛り上げ

ていました。 
休憩をはさみ、４番手は１年生。６年生に一番お世話になっていた学年
ということもあって、６年生のすごいところをたくさん紹介してくれました。
出し物の終わりに歌った「スマイル アゲイ
ン」の歌にも６年生への感謝の気もちが込め

られていました。 
５番手は５年生。息ぴったりのカップソングとラインダンスを観て、きっと

６年生も「私たちが卒業したあとを安心して任せられる」と思ったことで
しょう。 
出し物のラストを飾るのは６年生。小学校での６年間を振り返り、思い

出深いエピソードを寸劇にして表現しました。笑いの要素を織り交ぜな
がら仕上げているところは、さすがでした。 
最後はみんなで６年生へのサプライズ。くす玉と「ありがとうの花」の

替え歌で、６年生への感謝の気持ちを届けました。 
卒業まで、あと２週間余りの登校日数とな
った６年生。「６年間やり遂げた！」と思えるよ
うに、充実した日々を過ごしてほしいと願って
います。 

頑張れ、６年生！ 
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（最長子配布）  教育目標「ふるさと勧興を誇りに、個性と創造性に富む子どもの育成」 

 ＜３月の行事予定＞ 

１日（金） いじめ・いのちを考える日 はと給食（おにぎり弁当）・はと活動 

４日（月） チャレンジタイム（国） 全校 5時間授業 つぼみ・わかば学級個人懇談 

５日（火） 学年・学級タイム 全校 5時間授業 つぼみ・わかば学級個人懇談 

６日（水） 読書タイム 全校 5時間授業 つぼみ・わかば学級個人懇談 

6年歯科講話 

７日（木） 学級の時間 全校 5時間授業 つぼみ・わかば学級個人懇談 

１～5年図書貸出最終日 

８日（金） 学級の時間 全校 5時間授業 

１１日（月） 学級の時間 全校 5時間授業 ALT来校（②３の２④５の１⑤５の２） 

１２日（火） 学級の時間 全校 5時間授業 ALT来校（②３の１③６の２④６の１） 

まなびの教室保護者面談 

１３日（水） 学級の時間 全校 5時間授業 まなびの教室保護者面談 

１４日（木） 学級の時間 ６年修了式 大掃除 卒業式準備 まなびの教室保護者面談 

１５日（金） 第 144回卒業証書授与式 まなびの教室保護者面談 

１６日（土） 発明クラブ閉校式 

１８日（月） 学級の時間 １～5年 5時間授業 

１９日（火） 学級の時間 １～5年 5時間授業 

２０日（水） 祝 春分の日 

２１日（木） 学級の時間 １～5年 5時間授業 １～5年給食終了 

２２日（金） 修了式 辞任式 １～5年 3時間授業（11：30下校） 

２５日（月） 学年末休業（～３/３１） 

 
☆心がほっこり ちょっといい話☆ 

 
３月２４日（日）に佐賀市及びその周辺で開催される「さが桜マラソン」に出場するランナーの皆

さんに向けて、子どもたちが２学期に応援メッセージを書きました。先日、４年生が書いた応援メッセ
ージを受け取った岡山県の方から、本校の職員と４年生に宛てたお礼の手紙が届きました。 

 ４年生に宛てた手紙には、応援メッセージへのお礼や、初めてのマラソン

大会出場への不安がこの手紙のおかげで払拭されたことなどと共に、「有
田町の有田焼をおすすめしてくれてありがとうございます。メッセージに添え
てくれた絵もとても上手でした。マラソンが終わったら、（有田焼の）箸置き
を買って帰ろうと思っています」「みなさんも勉強や運動をがんばって、よく
食べよく遊んでよく寝て５年生になる準備をしてくださいね」と書かれていま
した。子どもたちと共有したくて、２７日の全校朝会で、紹介したところです。 
 また、職員に宛てた手紙には、励ましのメッセージに対するお礼の言葉に
添えて、「余談になりますが、今回の件で貴校の名前を調べ、勧功興学とい

う思想を知ることができたことも嬉しく思います。縁あって学んだこの言葉を胸にとめておきたいと思
います」と結ばれていました。 
 「さが桜マラソン」を通じて、遠く離れた方とこんな形でつながり、佐賀県のことはもちろん、勧興小

の校名の由来まで知っていただけたことに、心がほっこりと温かくなった次第です。 


